
日
本
新
聞
協
会
Ｎ
Ｉ
Ｅ
委
員

会
が
２
月
27
日
、
東
京
都
千
代

田
区
内
幸
町
の
日
本
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
か
れ
、
２
０

２
１
年
夏
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会

札
幌
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
正

式
決
定
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
新
し
い
学

び
を
創
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
　
家
庭
、
教

室
、
地
域
を
む
す
ぶ
」。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
委
員
会
の
席
上
、
大

会
主
管
社
と
な
る
北
海
道
新
聞

社
の
小
林
亨
取
締
役
企
画
室
長

は
「
家
庭
、
学
校
、
地
域
を
軸

と
し
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領

を
念
頭
に
、
教
育
界
で
の
デ
ジ

タ
ル
活
用
な
ど
新
た
な
動
き
に

も
目
を
向
け
た
」
と
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
基
本
認
識
を
説
明
し
た
上

で
、「
急
激
で
複
雑
な
変
容
の

時
代
に
対
応
で
き
る
生
き
る
力

の
育
成
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い

る
。
２
０
２
０
年
度
か
ら
順
次

導
入
が
始
ま
る
新
し
い
学
習
指

導
要
領
は
、
多
様
な
情
報
を
取

捨
選
択
し
新
た
な
価
値
を
見
い

だ
す
学
び
を
目
指
し
て
お
り
、

教
材
と
し
て
の
新
聞
の
重
要
性

が
よ
り
明
確
に
打
ち
だ
さ
れ
て

い
る
」
と
述
べ
、
大
会
を
通
し

て
新
聞
の
価
値
を
強
く
訴
え
て

い
く
考
え
を
示
し
た
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会

は
２
０
０
２
年
以
来
19
年
ぶ
り

２
度
目
の
開
催
で
第
26
回
目
。

来
年
８
月
５
日
（
木
曜
日
）
に

札
幌
市
中
央
区
北
１
西
１
の
札

幌
文
化
芸
術
劇
場
ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ

ｕ（
札
幌
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

で
開
会
式
、
記
念
講
演
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
実

施
、
翌
６
日
（
金
曜
日
）
は
同

市
北
区
北
17
西
８
の
北
海
道
大

学
高
等
教
育
推
進
機
構
を
会
場

に
公
開
授
業
、
実
践
発
表
、
分

科
会
を
行
う
。

今
後
、
主
管
団
体
の
北
海
道

Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
（
菊
池
安

吉
会
長
・
道
内
の
通
信
社
２
社
、

新
聞
社
11
社
と
道
教
委
、
札
幌

市
教
委
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
教
師
ら

で
構
成
）
と
主
管
社
の
北
海
道

新
聞
社
を
中
心
に
細
部
を
検
討

す
る
。

に
向
け
、
大
会
実
行
委
員
会
の

設
立
総
会
が
５
月
22
日
、
主
管

団
体
の
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協

議
会
の
総
会
が
翌
23
日
に
、
い

ず
れ
も
北
海
道
新
聞
本
社
（
札

幌
）
で
開
か
れ
る
。
二
つ
の
機

関
決
定
を
経
て
、
大
会
準
備
が

各
方
面
で
本
格
化
す
る
。

大
会
実
行
委
は
行
政
や
学
校

関
係
者
、
主
管
社
の
北
海
道
新

聞
社
、
主
管
団
体
な
ど
Ｎ
Ｉ
Ｅ

関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
る
。
当

日
は
大
会
実
行
委
員
長
が
選
出

さ
れ
、
こ
れ
が
準
備
作
業
の
正

式
な
旗
揚
げ
と
な
る
。
ま
た
８

月
５
、
６
日
の
２
日
間
の
開
催

日
程
や
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
記

念
講
演
な
ど
の
概
要
、
組
織
体

制
な
ど
が
主
要
議
題
と
な
る
見

通
し
だ
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

総
会
で
は
大
会
実
行
委
を
支
え

る
主
管
団
体
と
し
て
の
役
割
を

踏
ま
え
、
主
管
社
の
北
海
道
新

聞
社
と
連
携
し
て
の
活
動
方
針

が
提
示
さ
れ
る
予
定
だ
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会

新しい学びを創るＮＩＥ
家庭、教室、地域をむすぶ

5
月
22
日
、実
行
委
設
立
総
会

札
幌
全
国
大
会   

ス
ロ
ー
ガ
ン
決
ま
る

全国大会のスローガン
開催地 スローガン

第６回 神戸 21世紀をひらくＮＩＥ

第７回 札幌 踏み出そう新世紀ＮＩＥ～北の大地からの発信～

第８回 松江 明日に生きる力はぐくむＮＩＥ～学校・家庭・地域とともに～

第９回 新潟 活字文化を大切に　発展させようＮＩＥ

第10回 鹿児島 広げよう　深めようＮＩＥ～豊かな学びを求めて～

第11回 水戸 学校から家庭・地域へ広めようＮＩＥ

第12回 岡山 学びあい　世界を広げるＮＩＥ（教育に新聞を）

第13回 高知 こどもが拓くＮＩＥ　地域に根ざす学び求めて

第14回 長野 わかる　ひろがる　つながるＮＩＥ

第15回 熊本 学校から社会へ～学びを深め、暮らしに生きるＮＩＥ

第16回 青森 読み解く力　新聞で―学校・家庭・地域からＮＩＥ

第17回 福井 「考える人」になる　いかそう新聞　伸ばそう生きる力

第18回 静岡 「学び」発見―ふじのくにから「やさしいＮＩＥ」

第19回 徳島 よき紙民になる―子どもに意欲を持たせるＮＩＥ活動

第20回 秋田 「問い」を育てるＮＩＥ～思考を深め、発信する子どもたち～

第21回 大分 新聞でわくわく　社会と向き合うＮＩＥ

第22回 名古屋 新聞を開く　世界をひらく

第23回 盛岡 新聞と歩む　復興、未来へ

第24回 宇都宮 深い対話を育むＮＩＥ

第25回 東京 ともに生きる　新聞でつながる

第26回 札幌 新しい学びを創るＮＩＥ　家庭、教室、地域をむすぶ

※全国大会は1996年に東京で第１回を開催。以後、毎年開かれている。スローガンは
第６回神戸大会（2001年）から設けられた。

2021年のＮＩＥ全国大会（札幌開催）の
大会スローガンを正式決定した日本新聞
協会ＮＩＥ委員会＝２月27日、日本プレス
センタービル（東京都千代田区）

北海道新聞ホームページ「NIE」(http://nie.hokka ido-np.co. jp/) でバックナンバーから閲覧できます

第93号
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２
０
１
９
年
度
の
北
海
道
Ｎ

Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
が
１

月
７
日
、
北
海
道
新
聞
本
社
で

開
か
れ
、
兼
間
昌
智
・
北
海
道

Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
副
会
長
や

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
６
人
、
地
区
フ

ェ
ロ
ー
１
人
ら
が
出
席
し
た
。

会
議
で
は
各
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
自
校
で
の
実
践
、
地
域
で
の

研
修
会
、
各
種
教
員
団
体
と
の

連
携
な
ど
の
活
動
報
告
を
し

た
。今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
自
ら
が
実
践

す
る
よ
り
も
、
他
の
先
生
に
や

っ
て
も
ら
っ
た
方
が
Ｎ
Ｉ
Ｅ
が

広
が
る
」「
実
践
と
と
も
に
理

論
構
築
が
必
要
」
な
ど
の
意
見

が
出
た
。

21
年
８
月
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大

会
札
幌
大
会
に
つ
い
て
は
、
同

協
議
会
事
務
局
が
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
や
公
開
授
業
、
実
践
発
表

な
ど
の
準
備
状
況
を
説
明
。
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
、「
公
開
授

業
や
実
践
発
表
の
準
備
段
階
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」「
教
科

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
学
校
全

体
の
取
り
組
み
の
実
践
報
告
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
」
と
の

声
も
あ
っ
た
。

昨
年
５
月
に
発
足
し
た
上
川
・
旭
川
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会

（
会
長
・
福
澤
秀
富
良
野
市
立
樹
海
中
学
校
長
）
が
、

本
年
度
の
活
動
を
終
え
た
。
初
年
度
は
若
手
教
諭
も
募

り
、
組
織
的
な
活
動
を
目
指
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
小
中
高
校
の
教
諭
ら
21
人
。
旭
川
・
上

川
地
区
で
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
普
及
、
発
展
を
目
指
し
た
活
動

は
、
こ
れ
ま
で
教
諭
個
々
の
力
量
に
頼
る
部
分
が
多
か

っ
た
。
研
究
会
の
設
立
は
、
２
０
２
１
年
８
月
に
Ｎ
Ｉ

Ｅ
全
国
大
会
が
札
幌
で
開
か
れ
る
こ
と
も
機
運
と
な
っ

た
。本

年
度
は
、
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
の
上
川
地

区
セ
ミ
ナ
ー
（
旭
川
）
で
、
メ
ン
バ
ー
の
若
手
教
諭
が

授
業
公
開
や
実
践
を
発
表
。
道
北
小
中
学
生
新
聞
ス
ク

ラ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
に
も
協
力
し
た
。

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
で
は
、
教
員
志
望
の
学
生

に
講
義
。
新
聞
の
社
説
を
表
現
を
生
か
し
た
ま
ま
短
縮

す
る
縮
約
や
、
記
事
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
の
17
目
標
の
視
点
で
読
み
解
き
、
物
事
を
多
角

的
に
見
る
こ
と
の
重
要
性
を
体
験
さ
せ
た
。
指
導
し
た

福
澤
会
長
は
「
こ
れ
ら
は
将
来
の
授
業
作
り
に
必
ず
役

立
つ
」
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
意
義
を
伝
え
た
。

福
澤
会
長
は
「
新
年
度
は
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
若
い
先
生
に
も

っ
と
広
め
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
（
兼

間
昌
智
会
長
）
の
冬
季
研
修
会

が
１
月
９
日
、
北
海
道
新
聞
社

Ｎ
Ｉ
Ｅ
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
た
。

日
本
経
済
新
聞
社
札
幌
支
社
営

業
部
販
売
グ
ル
ー
プ
次
長
の
斉

藤
一
郎
さ
ん
が
「
日
本
経
済
新

聞
　
読
み
方
講
座
～
読
み
方
の

コ
ツ
を
つ
か
も
う
」
を
テ
ー
マ

に
経
済
紙
の
記
事
の
特
徴
な
ど

を
話
し
た
＝
写
真
＝
。

斉
藤
さ
ん
は
、
新
聞
記
事
は

結
論
を
先
に
書
く
逆
三
角
形
ス

タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
。
そ
の
上
で
、「
見
出
し

と
リ
ー
ド
（
前
文
）
を
読
む
だ

け
で
内
容
が
50
㌫
以
上
分
か

る
」
と
話
し
、
見
出
し
か
ら
興

味
の
あ
る
記
事
を
見
つ
け
、
ま

ず
拾
い
読
み
す
る
こ
と
を
薦
め

た
。こ

の
日
の
日
経
紙
朝
刊
の
中

か
ら
、
経
済
の
大
き
な
流
れ
を

捉
え
る
記
事
や
、
個
別
企
業
や

業
界
の
情
報
を
つ
か
む
記
事
な

ど
を
具
体
的
に
示
し
な
が
ら
、

経
済
紙
な
ら
で
は
の
読
み
方
も

紹
介
し
た
。

ま
た
、「
社
説
は
テ
ー
マ
を

見
る
だ
け
で
現
代
の
問
題
点
が

分
か
る
」「
新
聞
は
生
き
た
教

科
書
」
と
話
し
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
話
題
で
生
徒
と
議
論
す
る
こ

と
が
こ
れ
か
ら
大
切
に
な
っ
て

く
る
と
、
学
校
な
ど
で
の
新
聞

活
用
を
呼
び
か
け
た
。

研
修
会
に
は
小
中
高
校
の
教

諭
ら
約
30
人
が
参
加
。
学
校
図

書
館
・
授
業
で
の
新
聞
活
用
法

や
、
高
等
養
護
学
校
や
特
別
支

援
学
級
で
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
取
り
組

み
な
ど
も
紹
介
さ
れ
た
。

◇
お
こ
と
わ
り
　「
Ｎ
Ｉ
Ｅ

実
践
奮
闘
記
」は
休
み
ま
し
た
。

日
本
新
聞
協
会
主
催
の
第
10

回
「
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
！
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
結
果

が
２
０
１
９
年
11
月
25
日
に
発

表
さ
れ
、
道
内
か
ら
４
個
人
２

校
が
入
賞
し
た
。
こ
れ
に
合
わ

せ
、
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議

会
が
北
海
道
地
区
表
彰
と
し
て

４
賞
計
６
人
を
選
定
し
た
。
コ

ン
ク
ー
ル
に
は
小
中
高
生
と
高

専
生
か
ら
計
５
万
７
５
６
１
編

（
う
ち
道
内
は
７
３
５
編
）
の

応
募
が
あ
っ
た
。

新
聞
協
会
に
よ
る
表
彰
と
地

区
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

▽
日
本
新
聞
協
会
表
彰
（
道

内
分
）

︻
奨
励
賞
︼
馬
場
謙
丞
（
旭

川
市
立
愛
宕
中
１
年
）、
大
浦

加
純
（
札
幌
南
高
２
年
）、
上

田
太
陽
（
旭
川
市
立
東
光
中
２

年
）、
出
口
真
唯
（
函
館
西
高

１
年
）︻
学
校
奨
励
賞
︼
函
館

市
立
北
中
、
根
室
管
内
別
海
町

立
野
付
中

▽
北
海
道
地
区
表
彰

︻
道
教
委
教
育
長
賞
︼
井
下

田
温
美
（
千
歳
市
立
高
台
小
３

年
）︻
札
幌
市
教
委
教
育
長
賞
︼

高
杉
珠
生
（
札
幌
・
北
海
高
１

年
）︻
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協

議
会
会
長
賞
︼
外
尾
幸
路
（
夕

張
市
立
ゆ
う
ば
り
小
３
年
）︻
北

海
道
地
区
奨
励
賞
︼工
藤
凛（
江

別
・
立
命
館
慶
祥
中
２
年
）、

鈴
木
風
奏
（
江
別
・
立
命
館
慶

祥
高
１
年
）、阿
曽
雷
斗（
札
幌
・

北
海
高
１
年
）

道
内
の
4
個
人
2
校
入
賞

地
区
表
彰
は
4
賞
計
6
人

﹁
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
﹂

札幌でのＮＩＥ全国大会に向けた意見も出たアドバ
イザー会議

道教大旭川校の学生を指導する福澤秀会長＝2019年6月14日

若手加え組織的な活動に若手加え組織的な活動に

ＮＩＥさらに広がりを
アドバイザー意見交換

日
経
新
聞
の
斉
藤
さ
ん

経
済
紙
の
読
み
方
解
説

研
究
会
冬
季
研
修
会

上
川
・
旭
川
研
究
会
が
発
足
１
年

₂₀₂₀ 年︵令和 ₂年︶₃ 月 ₂₅ 日
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第
４
回
札
幌
地
区
セ
ミ
ナ
ー

兼
第
24
回
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究

会
全
道
大
会
が
10
月
15
日
、
札

幌
市
立
月
寒
小
で
開
か
れ
た
。

同
校
の
南
波
健
一
教
諭
が
食
品

表
示
に
関
す
る
記
事
を
使
っ
た

５
年
社
会
の
授
業
を
公
開
し
た

＝
写
真
＝
。

南
波
教
諭
は
道
内
の
ス
ー
パ

ー
で
の
食
品
の
産
地
偽
装
に
関

す
る
記
事
を
使
っ
た
。
見
出
し

の
一
部
を
隠
し
て
配
布
し
、
見

出
し
を
考
え
さ
せ
る
中
で
、
食

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
主
催
の
地
区
セ
ミ
ナ
ー
が
本

年
度
の
日
程
を
終
え
た
。
昨
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
に
各
地

で
開
か
れ
た
計
５
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
紹
介
す
る
。

品
表
示
の
大
切
さ
は
生
産
者
と

消
費
者
、
双
方
の
立
場
か
ら
考

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
導
き
出
し
た
。

ま
た
、
旭
川
市
立
愛
宕
中
の

武
井
翔
教
諭
と
札
幌
新
陽
高
の

細
川
凌
平
教
諭
が
そ
れ
ぞ
れ
実

践
発
表
し
た
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

と
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
の
主

催
。
約
40
人
が
参
加
し
た
。

第
17
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
セ

ミ
ナ
ー
が
10
月
30
日
、
網
走
市

の
網
走
南
ケ
丘
高
で
開
か
れ

た
。
宮
城
雄
大
教
諭
が
３
年
生

の
授
業
を
公
開
。
生
徒
は
、
新

聞
記
事
の
ニ
ュ
ー
ス
を
さ
ら
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
深
掘

り
し
た
成
果
を
発
表
し
た
＝
写

真
＝
。

生
徒
約
30
人
が
班
別
で
、
与

え
ら
れ
た
四
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
か

ら
一
つ
を
選
び
調
べ
た
。
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
選
ん
だ
班
は
、
直
前

に
化
学
賞
受
賞
が
決
ま
っ
た
吉

野
彰
さ
ん
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
開
発
を
「
社
会
的
な
発
展

に
貢
献
し
た
」と
結
論
づ
け
た
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を

選
ん
だ
班
は
、
競
技
ル
ー
ル
や

歴
史
な
ど
を
発
表
し
た
。

大
空
・
東
藻
琴
小
の
尾
中
基

浩
、
遠
軽
・
南
中
の
斉
藤
え
り

両
教
諭
が
新
聞
を
読
ん
だ
感
想

を
作
文
に
し
た
り
、
エ
ッ
セ
ー

を
投
稿
し
た
り
す
る
実
践
を
報

告
し
た
。

北
海
道
新
聞
社
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
４
月
１

日
、
元
小
学
校
長
の
上
村
尚
生

さ
ん
（
62
）
＝
写
真
＝
が
就
任

す
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
歴
二
十
数
年
の

経
験
を
生
か
し
、
北
海
道
Ｎ
Ｉ

Ｅ
推
進
協
議
会
の
地
区
セ
ミ
ナ

ー
開
催
を
は
じ
め
、
２
０
２
１

年
札
幌
で
の
全
国
大
会
の
準
備

な
ど
に
取
り
組
む
。
上
村
さ
ん

は「
経
験
を
若
い
先
生
に
伝
え
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た
い
」

と
意
欲
的
だ
。

上
村
さ
ん
は
元
社
会
科
教

諭
。
札
幌
市
内
の
複
数
の
小
学

校
校
長
を
歴
任
し
、
星
置
東
小

学
校
長
を
最
後
に
２
年
前
に
退

職
。
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
会

長
も
務
め
た
。「
新
聞
は
教
材

の
宝
庫
」
と
、
授
業
に
取
り
入

れ
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
全
道
大
会
で
授

業
を
公
開
し
た
経
験
も
あ
る
。

校
長
時
代
に
は
教
員
に
Ｎ
Ｉ
Ｅ

を
働
き
か
け
た
。「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
は

教
科
横
断
的
に
取
り
組
め
る
」

と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
推
進
す
る
。

た
＝
写
真
＝
。
栗
本
教
諭
は
元

プ
ロ
野
球
選
手
の
桑
田
真
澄
さ

ん
の
中
高
生
時
代
を
振
り
返
る

記
事
な
ど
を
紹
介
。「
ど
ん
な

努
力
を
し
た
の
か
」
と
問
い
か

け
、
児
童
か
ら
「
つ
ら
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
諦
め
ず
前
向
き
に

頑
張
る
」
な
ど
の
考
え
を
引
き

出
し
た
。

ほ
か
に
函
館
市
立
亀
田
中
の

綿
谷
魁
教
諭
、
森
高
の
菅
野
真

文
教
諭
が
実
践
発
表
し
た
。

第
18
回
渡
島
地
区
セ
ミ
ナ
ー

が
11
月
27
日
、
函
館
市
立
八
幡

小
で
開
か
れ
、
渡
島
管
内
の
小

中
高
の
教
員
約
20
人
が
参
加
し

た
。同

小
の
栗
本
友
佳
教
諭
が
、

将
来
の
夢
の
実
現
を
テ
ー
マ
に

３
年
生
道
徳
の
授
業
を
公
開
し

第
19
回
上
川
地
区
セ
ミ
ナ
ー

が
12
月
10
日
、
旭
川
市
立
末
広

北
小
で
開
か
れ
、
同
校
の
穂
刈

彩
花
教
諭
が
６
年
社
会
の
授
業

を
公
開
し
た
＝
写
真
＝
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議

会
、
上
川
・
旭
川
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究

会
の
主
催
。
教
員
ら
約
40
人
が

参
加
し
た
。

穂
刈
教
諭
は
、
国
の
予
算
の

収
支
を
示
す
資
料
の
ほ
か
、
複

数
紙
の
消
費
税
増
税
に
関
す
る

記
事
を
使
っ
た
。児
童
を
国
民
、

議
員
、
内
閣
の
３
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、
増
税
に
よ
る
価
格
変
化

を
示
す
新
聞
記
事
を
読
み
解
き

な
が
ら
、事
実
を
正
し
く
捉
え
、

多
様
な
考
え
を
表
現
す
る
こ
と

を
導
い
た
。

富
良
野
市
立
樹
海
中
の
吉
田

雅
風
教
諭
と
旭
川
明
成
高
の
野

口
な
な
教
諭
が
そ
れ
ぞ
れ
実
践

発
表
を
、
旭
川
市
立
嵐
山
小
中

の
小
林
直
樹
教
頭
が
情
報
提
供

を
行
っ
た
。

　第６回石狩地区セミナーが
11 月 12 日、新篠津村立新篠
津中で開かれ、石狩管内の小
中高校の教諭ら約 20 人が参
加し実践例を学んだ。
　同中の冨久尾崇教諭によ
る ３年生の社会科授業「誰を
村長に選ぶべき？～新聞記
事を参考にした政策づくり
と模擬投票」が公開された＝
写真＝。授業では生徒が四つの
政党に分かれ、新聞記事を参考
に政策を発表、全員で投票した。
　実践発表では北広島市立北の
台小・和田恭幸教諭が複数の新

聞記事を通して多様な切り口を
学ぶ社会科授業を、野幌高・鈴
木幸恵教諭が古典の授業への新
聞記事活用例をそれぞれ報告し
た。

食
品
表
示
の
意
義
学
ぶ

札　

幌

新
聞
記
事
を
深
掘
り

オ
ホ
ー
ツ
ク

将
来
の
夢
考
え
る渡　

島

消
費
増
税
ど
う
捉
え
る

上　

川

地
区
セ
ミ
ナ
ー

全
国
大
会
準
備

石狩・新篠津中模擬投票 中学生が村長選ぶ−

新
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
上
村
尚
生
さ
ん

各
地
で
地
区
セ
ミ
ナ
ー

各
地
で
地
区
セ
ミ
ナ
ー

2020 年（令和 2年）3 月 25 日
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日
高
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
（
盛
永

美
樹
会
長
）
の
学
習
会
が
１
月

18
日
、
日
高
管
内
日
高
町
立
門

別
中
で
行
わ
れ
た
。
同
管
内
の

小
中
学
校
教
諭
ら
約
20
人
が
、

「
は
が
き
新
聞
」
づ
く
り
な
ど

を
通
し
て
、
児
童
・
生
徒
の
思

考
力
や
表
現
力
向
上
へ
の
方
法

を
学
ん
だ
。

「
は
が
き
新
聞
」づ
く
り
は
、

作
文
の
得
意
、
苦
手
関
係
な
く

取
り
組
め
、児
童
・
生
徒
の
表
現

力
向
上
に
有
効
な
実
践
。
Ｎ
Ｉ

Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
、
十
勝
管

内
本
別
町
の
勇
足
小
教
頭
の
池

田
圭
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め

た
。基

本
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
後
、
参
加
者

は
色
鉛
筆
を
使
っ
て
は
が
き
大

の
用
紙
に
思
い
思
い
の
文
章
や

イ
ラ
ス
ト
を
書
き
込
ん
だ
＝
写

真
＝
。
参
加
者
か
ら
は
「
授
業

に
取
り
入
れ
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
60
年
前
の
新
聞
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
か
」

︱
。
昨
年
10

月
、
一
人
の
男
性
か
ら
突
然
、

毎
日
新
聞
北
海
道
報
道
部
に
電

話
で
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

「
自
分
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ

た
」
と
い
う
。

毎
日
新
聞
社
主
催
で
札
幌
で

開
か
れ
た
「
英
語
弁
論
大
会
」

の
記
事
を
閲
覧
し
た
い
の
だ
と

い
う
。
78
歳
の
男
性
の
記
憶
で

は
、
開
催
日
は
１
９
５
９
年
６

月
28
日
ご
ろ
で
翌
々
日
に
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
。
優
勝
し
た
の

は
自
分
だ
っ
た
と
い
う
。

北
大
の
講
堂
で
開
か
れ
、
審

査
員
に
は
米
国
の
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
の
教
授
も
い

た
。
自
分
の
演
題
は
「
Ｓ
ｐ
ａ

ｃ
ｅ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ
　
︱
　

Ｍ
ｙ
　
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
」（
宇
宙

旅
行
が
私
の
夢
）。
そ
の
２
年

前
に
ソ
連
が
初
め
て
人
工
衛
星

の
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
打
ち
上
げ

に
成
功
し
て
い
た
。「
当
時
の

宇
宙
開
発
に
触
発
さ
れ
ま
し
て

⋮
」。
男
性
は
生
き
生
き
と
話

し
た
。
記
憶
は
鮮
明
だ
っ
た
。

さ
て
困
っ
た
、
と
思
っ

た
。
毎
日
新
聞
は
、
過
去

の
紙
面
を
デ
ジ
タ
ル
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
保
存
し
て
い
る
が
、

北
海
道
な
ど
地
方
で
発
行

さ
れ
た
紙
面
の
場
合
、
古

い
紙
面
デ
ー
タ
は
蓄
積
さ

れ
て
い
な
い
の
だ
。

「
ひ
ょ
っ
と
し
て
」
と

思
い
、
毎
日
新
聞
北
海
道

支
社
の
「
紙
庫
」
と
呼
ば

れ
る
倉
庫
に
入
っ
て
み

た
。
毎
日
新
聞
が
北
海
道
で
印

刷
を
開
始
し
た
の
が
同
じ
く
60

年
前
の
59
年
。
そ
れ
以
降
、
地

元
で
刷
ら
れ
た
紙
面
が
冊
子
に

し
て
保
存
し
て
あ
る
。
そ
の
年

の
６
月
分
を
納
め
た
冊
子
を
め

く
っ
て
い
く
と
、
29
日
付
紙
面

に
「
高
校
英
語
弁
論
大
会
」
の

記
事
が
あ
っ
た
。
３
段
見
出
し

で
、
当
時
、
高
校
３
年
だ
っ
た

男
性
の
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
っ

た
。「
初
出
場
で
〝
私
の
夢
は

宇
宙
旅
行
〟
と
題
し
て
時
代
の

ト
ピ
ッ
ク
を
高
校
生
ら
し
い
情

熱
で
語
っ
て
み
ご
と
一
位
に
入

賞
」
と
あ
っ
た
。
学
生
服
姿
で

優
勝
杯
を
持
つ
当
時
の
男
性
の

写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

記
事
に
よ
る
と
、
大
会
開
催

は
27
日
な
の
で
「
翌
々
日
の
掲

載
」と
の
記
憶
は
正
確
だ
っ
た
。

「
審
判
員
」
に
「
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
大
学
英
文
学
教
授
」
が

い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。

感
激
し
た
私
は
、
黄
色
く
変
色

し
た
こ
の
紙
面
を
コ
ピ
ー
し
、

紙
と
電
子
デ
ー
タ
で
男
性
に
渡

し
た
。
冊
子
の
中
に
と
じ
ら
れ

た
当
時
の
紙
面
そ
の
も
の
も
手

に
し
て
も
ら
っ
た
。「
自
分
の

人
生
も
あ
と
ど
れ
ほ
ど
か
分
か

ら
な
い
。
今
の
う
ち
に
思
い
出

を
集
め
た
い
」
と
話
す
男
性
は

う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
。

過
去
の
新
聞
紙
は
、
ま
ぎ
れ

も
な
く
歴
史
を
刻
む
記
録
だ
。

し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
行

で
、
紙
の
保
存
方
法
も
変
わ
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
教
育
に
新
聞
を
）

の
取
り
組
み
も
、
デ
ジ
タ
ル
化

と
ど
う
向
か
い
合
う
か
が
今
後

の
課
題
と
な
る
の
は
間
違
い
な

い
。
新
聞
紙
を
配
達
で
購
読
す

る
読
者
層
が
年
々
激
減
し
、
若

い
世
代
は
新
聞
を
含
む
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
を
ス
マ
ホ
で
確
認
し

て
い
る
の
だ
か
ら
。

デ
ジ
タ
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ど

う
保
存
す
る
か
を
考
え
る
と

き
、
紙
に
イ
ン
キ
を
し
み
こ
ま

せ
る
と
い
う
方
法
で
残
す
新
聞

紙
の
貴
重
さ
を
改
め
て
思
わ
ず

に
い
ら
れ
な
い
。
色
あ
せ
て
い

た
と
は
い
え
、
60
年
前
の
紙
を

実
際
に
手
に
し
た
と
き
の
あ
の

感
動
を
、
デ
ジ
タ
ル
の
デ
ー
タ

が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
は
思

え
な
い
。

　○…2020 年の春を、子ども
たちはどう記憶するだろう。新
型コロナウイルスの感染拡大
で、年度末の学校生活は混乱を
極めた。突然の臨時休校。そし
て延長。北海道の多くの小中学
校は、休校が春休み前までの約
１カ月間にも及んだ。
　○…十分な準備のないままの
休校だった。学校生活の長期中
断に伴い、心のケアの必要性が
指摘された。休校中の学習課題
を用意できなかった学校もあ
り、学習の遅れが懸念された。
健康や学習状況を把握するた
め、児童生徒を複数回に分けて
登校させる「分散登校」も行わ
れているが、懸念は払しょくさ

れているのだろうか。
　○…予定された学校行事も
次々と中止や内容が変更され
た。在校生らが卒業生を送る催
しを中止した中学校もあった。
卒業式は多くの市町村が在校生
と保護者を出席させなかった。
学校は「心に残るように」と準
備に苦心した。それでも、一生
に一度の式典を「ちょっと寂し
かった」と言う生徒もいた。卒
業生の子を持つ私自身、「仕方
ない」と「でも」が堂々巡りした。
　○…高校スポーツも揺れた。
高体連の全国大会は全て中止。
センバツも例外でなく、関西か
ら「春の便り」はついに届かな
かった。もうすぐ４月。教室は
落ち着きを取り戻せているだろ
うか。（坂）

編集後記編集後記

毎
日
新
聞
北
海
道
報
道
部
長

杉
尾   
直
哉

デジタルにない感動

1959年の毎日新聞の紙面。「統合版」の左肩の「団体一位は潮陵
高」の見出しの記事が英語弁論大会の記事

﹁
は
が
き
新
聞
﹂体
験

表
現
力
向
上
に
有
効

日
高
研
究
会
が
学
習
会

紙
の
記
憶

紙
の
記
憶

₂₀₂₀ 年︵令和 ₂年︶₃ 月 ₂₅ 日
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